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北海道の国有林では再造林経費を抑えることを

目的として、トドマツ人工林主伐跡地にトドマツや

カンバ等を天然更新させる試みが行われていま

す。北海道では、東北地方と同様に林床にササ類

が繁茂している場所が多く、天然更新への悪影響

が懸念されることから、林業用機械を使用して地

掻きを行い、ササ類を根系ごと除去する試みが行

われています。

一方、機械を用いた地掻きを行うと表層土壌が

大きく撹乱されるため、不安定となった土砂が降雨

時に渓流に流れ込み、水質を悪化させる可能性が

あります。そこで、実際に機械による地掻きを行った

流域で、地掻きを行った斜面上の土砂移動量と渓

流からの土砂流出量を観測し、環境への負荷量が

どの程度か調査しました。

北海道中央部に位置する南富良野町幾寅のトド

マツ人工林（国有林）で、2015年8月に林業用機械

（グラップル＋レーキブレード）を用いて地掻き処理を

行いました。調査区の斜面長は約200m、傾きは20°

で、斜面方向に地掻き帯3ｍ、残し帯2ｍを5反復の

筋状地掻きを行いました。なお、地掻き帯は地掻きに

より表層土壌を除去した調査区、残し帯は地掻きに

より発生した土砂を積み上げた調査区です。この斜

面の下部に土砂受け箱を合計10個設置し（写真１）、

それぞれの調査区の土砂移動量を観測しました。

図１は地掻き後4年間の土砂移動

量を示しています。観測年ごとに降

雨量が異なるため、降雨量1mm当た

りの土砂移動量としてその変化を

示しています。なお、観測は積雪が

無い期間のみ行いました。地掻き直

後の2015年から2018年まで全ての

観測年で、地掻き帯の土砂移動量

は残し帯よりも大きい値を示しました。地掻き帯で

は台風が多く上陸した2016年に土砂移動量が増

加したものの、それ以降は大きく減少しました。ま

た、残し帯では地掻き直後から土砂移動量は年々

減少していました。残し帯ではササ類や草本などの

植生の回復が早かったために、地表面が落葉や草

本類で被覆されることにより土砂移動が早期に抑

制されたためと考えられます。

地掻きを行った斜面を含む流域の末端に観測施

設を設置して、流量と渓流水中の土砂濃度を観測

しました（写真２）。森

林から下流域へ流出

する土砂量は、流量

と土砂濃度の積で表

されます。このため、

降雨による流量の増

加と、それに伴う土

砂濃度の増加が下

流域への土砂流出量

に大きく影響を与え

ることになります。

国立研究開発法人 森林研究・整備機構
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流域外への土砂流出量
植生の回復による土砂移動の抑制効果

図２は、地掻き後4年間の流量と土砂濃度の観測値

を示しています。台風の被害などにより観測を行えな

かった期間もありますが、地掻き後の年数が経つにつ

れて土砂濃度のピーク値は減少する傾向にあります。降

雨による流量増加は観測年によってほとんど違いはな

いため、土砂濃度ピーク値の減少が下流域への土砂流

出量の減少に大きな影響を与えていると考えられます。

今回の観測結果から、地掻き直後の裸地状態で

は土砂の移動量が大きいものの、数年で植生が回

復し、また落葉等で土壌表面が再び被覆されるこ

とで、地掻き帯・残し帯ともに土砂の移動が抑制さ

れることがわかりました。また、地掻き斜面での土砂

移動の抑制に続き、渓流を通じた下流域への土砂

流出も徐々に抑制されることも確認できました。

このように、地掻き後に植生が早く回復すること

は土砂の移動や流出を軽減させて環境への負荷を

減らすことにつながりますが、一方で、ササ類や草本

類が再び繁茂して天然更新した樹木の稚樹の成

長を妨げる可能性があります。そのため、土砂移動・

流出といった環境への負荷と、目標とする森林育成

とのバランスを考えて施業を行う必要があります。

図１　観測年ごとの地掻き帯、残し帯それぞれの土砂移動量 図２　地掻き後の日降水量、流量、土砂濃度、土砂流出量の変化
2017年の流量は堰堤からの水漏れのため欠測としています。

写真２　流量観測施設
貯水槽の中に水位計と濁度計を設
置しています。


